


 



令和６年度小金井市下水道事業会計予算 

 

（総則）  

第１条  令和６年度小金井市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条  業務の予定量は、次のとおりとする。 

⑴ 処理面積                     １，１３３ヘクタール 

⑵ 年間総処理水量            １９，２２２，５２０立方メートル 

⑶ 一日平均処理水量               ５２，６６４立方メートル 

⑷ 主要な建設改良事業 

 ア 下水道施設建設事業                １７４，４４３千円 

イ 流域下水道建設負担金               １２２，９１５千円 

ウ 流域下水道改良負担金                ４２，５３１千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条  収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収    入 

第１款 下水道事業収益              ２，０６６，３０１千円 

 第１項 営業収益                １，６４７，０６３千円 

 第２項 営業外収益                 ４１９，２３８千円 

支    出 

第１款 下水道事業費用              ２，０４３，９７０千円 

 第１項 営業費用                １，９８０，０１９千円 

 第２項 営業外費用                  ３３，９５１千円 

 第３項 予備費                    ３０，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条  資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額２１２，７８１千円は、過年度分損益勘定留保資金１０，０６２

千円、当年度分損益勘定留保資金２０２，７１９千円で補塡するものとする。）。 

収    入 

第１款 資本的収入                  ２４８，６５９千円 

 第１項 企業債                   ２４８，０００千円 

 第２項 他会計負担金                    ６５９千円 

 

 



支    出 

第１款 資本的支出                  ４６１，４４０千円 

 第１項 建設改良費                 ３７２，１８１千円 

 第２項 固定資産購入費                 １，４３８千円 

 第３項 企業債償還金                 ７７，８１２千円 

 第４項 その他資本的支出                    ９千円 

 第５項 予備費                    １０，０００千円 

（企業債） 

第５条  起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

（単位：千円） 

起債の目的 限度額 
起債の 

方 法 
利率 償還の方法 備考 

公共下水道 

事   業 
103,000 

 

証書借入

又は 

証券発行 

  

４．５％以内 

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

資金につい

て、利率の見

直しを行った

後において 
は、当該見直

し後の利率） 

借入れのときから据

置期間を含み、４０年

以内に償還する。 

ただし、財政その他

の都合により据置期間

及び償還年限を短縮

し、もしくは繰上償還

をし、又は低利債に借

換えすることができ

る。 

借 入 年 度 

令 和 ６ 年 度 

 

ただし、事業の

進捗又はその他の

都合により、起債

額 の 全 部 又 は 

一部を翌年度に繰

り越して借り入れ

ることができる。 

流域下水道 

事   業 
145,000 

合 計 248,000 

（一時借入金） 

第６条  一時借入金の限度額は、６０，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

⑴ 営業費用と営業外費用の間の流用 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条  次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。 

⑴  職員給与費                     ９４，８４３千円 

 

令和６年２月２０日提出 

 

東京都小金井市長 白 井   亨 


